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Ⅰ 新技術の解説 

 １ 要旨 

  乾田直播栽培における速効性肥料を用いた慣行施肥法では、乾田期間中の脱窒や入水後の漏水な 

 どにより、移植栽培に比べて施肥効率が悪い。そのため、多数回の追肥を要し、また施肥量が多いこと 

 が課題であった。そこで、肥効調節型肥料を用いた追肥を省いた省力施肥法について検討し、あわせて 

 施肥位置を全層施肥、接触施肥とした場合の施肥効率についても検討した。その結果、以下のとおりで 

 あった。 

  (1) 省力施肥法の生育パターンは、ほぼ慣行施肥並であった（図１）。 

  (2) 収量構成要素は、ｍ２籾数、登熟歩合とも慣行施肥並に確保できた（図２）。 

  (3) 収量水準は、慣行施肥並を確保できた（図３）。また接触施肥をすることにより、年次変動が少なく安 

    定した収量が得られた（図３）。 

  (4) 施肥効率は、全層施肥よりも接触施肥で高く、接触施肥により移植栽培並の施肥量に減肥すること

が 

    できた（図４）。 

  (5) 接触施肥による省力施肥法は、1ha規模の大区画圃場を用いた現地試験でも有効であった（表１）。 

 

 ２ 期待される効果 

  (1) 追肥作業が１～２回省略できるので、施肥作業の省力化が図られる（図５）。 

  (2) 肥効調節型肥料（LP100）を用いた省力施肥の全窒素施用量は、全層施肥の場合10kg/10a、接触施 

    肥の場合8kg/10a程度が目安で、慣行施肥法に対して７～８割に施肥量を減らすことができる（図

５）。 

 

 ３ 適用範囲 

  乾田直播栽培のひとめぼれ 

 

 ４ 普及上の留意点 

  (1) 基肥量は必要とする全窒素施用量の７～８割とし、気象条件や生育診断に基づいて穂肥施用を判断

する 

    ことで、生育の年次変動に対応できる。 

  (2) 基肥量は地域により調節が必要である。 

 

Ⅱ 具体的データ等 



 

 


